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連
年
。
台
風
災
害
の
江
ぬ
莫
大

　
　
　
　
な
被
害
を
う
け
貧
困
に
詠
い
で

　
　
　
　
き
ま
し
た
本
柑
も
本
年
ζ
そ
は

　
　
　
、
未
曽
有
の
豊
作
が
予
想
き
れ
皆

　
　
　
　
様
と
共
に
喜
び
今
年
こ
そ
町
方

　
　
　
　
面
の
飛
躍
が
朗
待
さ
れ
て
い
た

　
　
　
　
の
で
り
あ
ま
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が
突
如
と
し
て

　
　
　
　
台
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第
二
十
二
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の
襲
う
と
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ろ
と
な
り
一
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の
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に
屠
大
刷
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悲
惨
な
被
害
を
蒙
り
ま
し
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は
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堪
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な
い
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こ
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あ
り
ま
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と
共
に
村
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の
皆
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に
対
し
謹
ん
で
心
か
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御
見
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を
申
上
る
次
第
で
あ
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村
津
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に
よ
る
官
崎
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・
の
被
害
総
額
は
一
二
七
億
円
の

　
　
　
　
巨
額
に
達
し
本
村
に
建
て
も
九

　
　
　
　
三
、
八
八
八
千
円
と
言
う
莫
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な
被
害
額
を
見
る
に
至
っ
た
の

郷
で
あ
り
ま
玄
そ
の
馨
内
訳

　
　
　
　
は
別
掲
の
通
り
で
あ
り
ま
し
て

　
　
　
　
被
害
の
最
も
大
き
い
の
は
農
作

　
　
　
　
物
で
就
中
水
稲
の
被
害
は
最
も

　
　
　
　
激
甚
を
極
め
て
い
る
状
態
で
あ

　
官
用
　
り
ま
す
。
御
承
知
の
通
り
台
風

　
　
　
幽
の
被
害
は
年
ご
と
に
繰
返
さ
れ

　
　
　
　
る
天
災
で
は
あ
り
ま
す
が
そ
の

　
　
　
　
激
甚
さ
に
は
全
く
驚
く
外
は
な

　
　
　
　
く
村
民
の
資
力
が
乏
し
い
の

　
　
　
　
も
、
村
の
財
政
が
苦
し
い
の
も

　
　
　
　
一
つ
に
台
風
の
た
め
で
あ
り
台
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風
こ
そ
は
私
共
村
民
に
と
っ
て

　
　
　
　
貧
之
神
で
あ
り
こ
の
貧
乏
神
と

　
　
　
　
格
闘
す
る
こ
と
が
我
々
村
民
の

　
　
　
　
又
村
政
の
眼
目
と
言
っ
て
も
過

　
　
　
　
言
で
な
い
状
況
で
あ
う
ま
す
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対
策
に
つ
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が
村
に
於
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直
に
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関
係
諸
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関
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こ
の
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し
て
之
畑
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．
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策
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つ
い
て
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情
を
な
す
外
緊
急
村
議
会
を
招

　
　
　
　
嘱
し
そ
の
復
旧
対
策
と
し
て

　
　
　
　
一
、
被
害
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査
資
料
の
整
備
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、
罹
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の
適
正
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指
導

　
　
）
　
　
と
援
助

　
　
－
　
三
、
．
災
害
救
助
法
の
適
用

　
・
イ
ハ
四
、
国
及
県
の
災
害
対
策
に
対

　
　
　
・
・
簿
，
醤
．
贈
男
－
㍉
で
∵

曜

辱

、

、
L4

置

戸

●

’

、

・
り

●

．
津
，
馬
．
，
て
、
㌦
蛭
㎏
．
㌶
弩

、
ヅ
三
三
噸
騰
黛
囎
三
鷹
叢

．1

住

醗
垂
物

計
ぞ
の
稗

山
蓑
害

林
産
物

農
作
・
物
耕
地

土“

ﾘ
家
屋

人
畜

種
・
別

全
　
、
壊

流
失

江
都

ξ；、

搆
囃
z
被
害
F
　
　
　
　
　
　
●

日
月
犬
穴
’

被
害
金
額

ll難講謙繕1押鯛1
蜩蝟d臣ll憲対評しは国復あをし開組立策進る　る　　　　　　　　　　　　　　　保害　　　　　　　　　　　　　　　　　　当得到県旧り重め催合す　　　運．災，　　　　　　　　　　　　　　　　復　申

孕
．
網
F
’
　
　
　
　
脚
　
　
　
　
’

⊥．・

芸
冒

，
日
蔭

8
歪

登
石

窒
8

三
島 ぎ

諸

◎ギ饗隆
�P鼠i

ﾓ
，
　
　
1
害
l
　
i
状
垂
脚

・三

A
慧
見
識
彗
ぺ

」

戸被
蝿齔

ﾝ
害
疏
隔
考

，

水
輿
、
電
気
通
償
を
含
む

炭
．
．
爽
震
薙
書
む

董
葵
糧
望
む

村町ｶ
鎖
鋸
　
『

鼠
殺
隻
印
鱒

家
畜
及
畜
舎備
考
一

難1鑛灘鑛籔鱗灘難難壁1美，　あたに信らめる助於まの美来償全・にし村せ「

：策勉

C　　」ら　　■

@　恵　　　、

@　　r

　　　　　」　　　層

@　，　　■
@　　、秩f

∫」」

．第．46号9

｛ 係関．．校学 屋　　　　　　　　4・．1鋤．　ヒ

髟
ﾀ
〃

蕗河

��
ｼ
一

計

村
単
工
事

橋
梁

道
路
・

砂
防
設
徽

海
岸
河
川

区
分

学
校

　學⊥ 潔　　　　住，　　非 家

　　　　曜
L脚年10月1珀・　　P　　　．、

@弛行り所　　，　．宮燐県菓臼杵都．

結ｽ柊役婚　　」　　　　　　9

卲�s寓翻町賑
濫�E鏑南崩醗．㌦

@「電賭64饗　　　　’

．川

D左

|
山
陰

種
別
馨
暴

◎
土
木
災
害

合
計

4’

v

宗
破 小

計

宗’
一　、

’合

v

少
計

雫
蒙

床
上
．
浸
水

小
破

大
破

半
壊

流
失
一

床
下
浸
水
一

福
ケ
所

破

小
戸
計
．
一
套

歴「

ﾖ
一
一
の

小
，
破
一
壽

大・

j
一
唇

半
壊
一
里

字
9
1

，
1

ケ
所
数

叢
一

魏
麹
難
、

1
菖

七 一 一 島 嵩

≡
…

全
壊
一
君
⊥
妻

印甕 1 §
＝ 融

「
寓 ⊥ き 三 ⊥ ⊥〃 工

種
諸

被
害
量

⊥

簸
扉
数

琶 三ゑ
延

『金

至自

繻
詞
試
O
一
十
日
日

量
A

会
⊥
金

一⊥

H
⊥
舞
千

≡
直

塁
一
● 「

轟 轟
『． ヤ

暮
輔

『

／
ギ

五
閑
窒
墓

⊥⊥△ユ
塁

⊥
F

噛
蓋 ．融．

ノ
A

巾．高 、
ず
1

融㌔ ㌧ 鷲 』旨
、

致　　納
@　　早税’
諠W尉は　　　に！，　う1

E「　　　　　　　　P　・　　F

“

輔
霧
O

歪
千
o 」

1

会 曇
互

三
－

一塑

一
馨
－
備
・
考

心　逼㌔
・轟

g

邑一

瘉禔@　’

椴
災
’
者
突
人

見
．
、
積
置
’
備
考

奎
8 §

壽
o

「
璽

鴨
書
尋

額
9

「　p

1

撒
穀

陸
稲

：
水
稲

種類．

恥

〃 か 〃

堤
堵

疏

水
路

〃
－

〃

水
路

〃 〃 〃 頃
首
工

　贈

D
露
f
．

計
葉
野
郷

計
島引

`崎

島
崎

八
々
二 島　計　　’

．、幽

撃

4
毒
’

面積付
〃
一
鹿
瀬

〃
一
年
罧

〃
7
一
貯
浜

〃
◎
一
横
瀬

〃
　
，
一
広
瀬
幽

，
農
地
復
旧
』
姦
蔵

工
種
地
署

並 亟
川搦潜 〃

川
右
岸
’
・

8 三
．天画町

冨

◎、

k
地
、
災
害

畢
亀
野

下
菟
．
・
区
，

西
1
谷

前
田

．開

J

後
口
内

大
q
内

早
道

お
原

張
流

象
流

田
野

中
、
島

前
田

讐
木

霜
内
全
磐

〃
直
忍 琴

山
盤 ，　　　　　． 豪 〃

山
陰

暑
墓
喝
石

繕
事 山 一 一

嬰
一 、L

齢’
V

盲
↓
〃

農
作
物
被
害
．
　
　
馳

泉
血
崩
土

口
原

下
渡
川

野
内

鱗
麹

胃
原

嚢’

S田

広
瀬

：
…

『
盆

見被 『
ま

き 墨
’
巴

杏 窒 一五

延
長
天
米
＿
一
〃

延
長
塁
米
＿
．

婬
長
乗
函

延
曇
釆
一
． さ 睾 ま 「

盈

数
尽 〃 鵬

織
酒
祭

道
路

全 「
δ
〃

六ユ

V

「
⊥
町

所 〃
一
屋

〆
一
口

難
言1謬 謬

％
3
0

〃 〃 〃 〃 〃 〃
、米’ 〃 〃 蕃 〃 〃 〃 〃 〃

蘭 ヨ
鐘収 ．ケ ＝

，三 港 え 営 o

窒
曇

収
量 套 『

呂

見被
一

柴

互
§ 蓉 吾 §・ 霧 嬰

互
書
ユ

奮 竃
濫 蒼 ．ぎ 言 § 壽 § 壷

墨巾

蛛
p

＝一

ﾙ

　〃

縺

．〃

ﾛ
暑

「
⊥
喜
o込

量
£
六

望
ユ
耗

春
9 § §

莞
o § 書 §

£

一
§
δ「

全

柔
差
干

δ 「 『 昌 暮 ミ 腐 藁 ．曳 へ 『 『 『 『 『 「 ‘「こ て町

面
積
係 〃 杜交

計
桑
園
，

果
樹

そ
菜 甚

2　　　’1九　　　　3　　　　　2．　　　　　1九

計
漢
1
舟
種
類

計

木
炭
原
木

素
材
流
失

造
林
爺

製
材
流
失

椎
茸
減
産
見
込

苗
畑

薪
炭
原
、
木

椎
茸
柵
木

木
炭
「
減
産
見
込

木
炭
損
傷

木
炭
流
失

立
木

種．

ﾞ
突 一ム

隅 －

◎
水
牽
物
被
害

◎
林
産
物
被
害
「

昌
旦
曳
§被

．
害
舐

呑
ミ
8

ド
　
i 鴨

被
害
含

千
窒
8 一 三

3
閂

き

愚噛

�E．

鵬 －－£
誉
ユ旦

§
■　，

隻 ・〃 石 町 石1 貫 坪 〃 石 〃 〃 石 穫
『
§

占一 噸 カ 孟灘1麟li暴 墨
被
害
額

r
閑
，
§

被．・

Q

・寿

A． L．

@～　一

、
杏

杏干

ミ
窪

、委δ

吾 喜

；
ミ
8 首

§
o

美
o

三
8 婁 8

『
§
早 額，

養
室 嵐 合

ぜ
喜
o
　
　
’

、帰

熱
㍗翼・．1

盛

』’

�
L埠國

項・．、

耀籔・』

1　’．
マ

し

1

1
虻
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．
1
、
村
内
生
産
組
合
長
会
を
招

　
集
し
罹
災
者
へ
の
相
互
扶

　
助
、
農
作
物
の
被
害
対
策
等

　
に
つ
き
指
示
並
び
に
憾
鶴
ド

2
、
災
害
詳
報
第
二
報
を
県
に

　
報
告

　
本
日
ま
で
に
判
明
し
た
本
揃

　
の
被
害
金
額
は
本
村
艮
の
年

　
間
所
得
の
三
分
の
一
に
相
肖

　
．
す
る
九
午
三
百
八
十
八
万
八

　
千
円
の
多
額
に
上
る
・

十
月
四
日
　
　
　
　
　
，
　
感

1
、
村
長
（
代
理
と
し
て
助
役
ソ

　
村
麟
会
麟
畏
は
災
害
復
旧
の

　
早
急
実
施
と
罹
災
者
の
救
助

　
方
陳
情
の
た
め
出
県

2
、
本
村
の
災
害
に
対
し
災
瞥

　
救
助
法
が
適
用
さ
る
、
ζ
と

　
に
県
に
お
い
て
決
定
　
　
・

十
月
玉
日

　
災
害
対
策
の
た
め
村
儀
会
傘

　
員
協
議
会
招
集
協
■
の
上
六

　
日
か
ら
三
臼
間
め
予
罵
て
μ

　
員
全
員
が
三
班
に
分
れ
村
内

　
の
被
書
状
況
を
視
察
し
九
旦

　
に
再
度
全
員
協
麟
会
を
開
馨

　
す
る
こ
と
に
決
定

、

議
会
転
告

，
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郷
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定
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会
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九
目
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前
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事
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に
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れ
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期
二
日
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次
．

の
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を
審
麟
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定
し
た
。
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案
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あ
り
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地
と
し

　
て
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上
げ
方
の
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談
も
あ
り
浮
，
，

　
材
と
し
て
も
こ
れ
を
取
得
レ

　
て
お
く
こ
と
が
将
来
村
有
林
・
撫

　
の
管
理
育
成
上
心
要
ど
い
う

　
こ
と
に
な
り
該
山
林
を
村
有
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と
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取
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す
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案
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お
り
可
決
硝
足
V

　
た
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（2）昭和30年10月12日発行報村
　
で
原
案
ど
お
り
可
決
確
定
し

　
た
。

△
麟
下
賎
三
十
九
号
　
東
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会
委
員
会
条
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を
改
正
す

　
る
条
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の
制
定
に
つ
い
て
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健
康
保
険
課
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設
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に
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一
部
改
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予
想
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れ
る
公
聴

　
会
に
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す
る
手
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等
を

　
規
定
し
た
も
の
で
原
案
ど
お

　
り
可
決
確
定
条
例
は
九
月
十

　
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　
面
議
会
は
去
る
七
月
臨
時
議

　
会
に
提
出
さ
れ
た
東
郷
農
協

　
再
建
に
関
す
る
「
昭
和
二
十

　
八
年
度
議
決
さ
れ
た
農
協
欠

　
損
金
七
〇
〇
万
円
の
補
填
残

額
四
三
〇
万
円
の
繰
上
げ
補

　
撰
並
に
運
転
資
金
五
七
〇
万

　
円
の
無
利
息
預
託
」
の
陳
情

　
書
に
つ
い
て
採
決
し
農
協
振

　
興
対
策
特
別
委
員
会
に
付
託

　
審
議
中
で
あ
っ
た
が
委
員
会

　
は
八
月
四
日
来
数
日
に
亘
り

委
員
会
を
開
い
て
審
議
八
月

　
子
五
日
公
聴
会
を
開
催
し
て

村
内
各
区
二
名
つ
つ
の
参
加

者
の
出
席
を
求
め
て
意
見
を

徴
し
之
等
を
参
考
と
し
て
更

　
に
八
月
十
七
日
委
員
会
を
開

き
次
の
と
お
り
の
結
論
を
出

し
九
月
定
例
畿
会
に
委
員
長

が
報
告
議
会
は
事
件
の
重
大

性
に
鑑
み
会
期
を
一
日
延
長

　
し
て
審
議
九
月
十
目
委
員
長

　
報
告
ど
お
り
決
定
原
案
は
即

　
刻
村
長
に
送
付
さ
れ
た
。

　
’
　
記

O
村
は
村
の
現
在
の
財
政
状
態

　
か
ら
し
て
陳
情
の
と
お
り
助

成
を
す
る
こ
と
は
到
底
不
可

　
能
で
あ
る
が
き
り
と
て
農
協

　
を
倒
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
多
少
無
理
は
伴
う
が

　
こ
の
孤
村
と
し
て
は
最
大
の

　
助
成
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。
そ
こ
で
こ
の
助
成
策
と

　
し
て

　
現
在
村
が
農
協
に
預
託
中
の

　
金
及
び
貯
金
を
含
め
て
五
〇

　
〇
万
円
を
農
協
に
長
期
無
利

　
息
で
預
託
し
昭
和
二
十
八
年

　
議
決
の
年
七
〇
万
円
宛
十
ケ

　
年
間
七
〇
〇
万
円
の
農
協
欠

　
損
金
年
次
補
填
に
つ
い
て
は

　
こ
の
預
託
金
の
中
か
ら
年
々

　
補
填
し
て
行
っ
た
も
の
と
し

　
て
落
し
て
ゆ
き
議
決
ど
お
り

　
の
補
填
を
完
了
す
る
。
但
し

　
こ
の
助
成
に
つ
い
て
は
次
の

　
九
項
目
の
附
帯
条
件
を
付
し

　
農
協
の
｛
れ
が
確
実
な
る
履

　
行
を
要
求
す
る
。

一
、
森
林
組
合
、
共
済
組
合
、

　
農
業
協
同
組
合
の
三
組
合
の

　
渾
然
一
体
の
統
合
に
よ
る
合

　
理
的
運
営
と
人
件
費
の
節
減

　
を
計
る
こ
と
。

二
、
組
合
員
の
協
力
態
勢
の
確

　
立
を
期
す
る
こ
と
。

三
、
貸
付
金
の
早
期
整
理
を
行

　
う
こ
と
。

四
、
預
貯
金
の
吸
収
損
に
役
職

　
員
の
農
協
に
対
す
る
預
金
の

　
励
行
。

五
、
仮
勘
定
の
早
期
整
理
を
行

　
う
こ
と
。

六
、
購
買
晶
価
格
の
適
正
を
計

　
る
こ
と
。

七
、
集
荷
販
売
機
構
の
改
善
を

　
行
う
こ
と
。

八
、
売
掛
代
金
の
完
全
整
理
。

九
、
毎
月
の
事
業
実
績
を
村
長

　
に
報
告
す
る
こ
と
。

蕃
本
院
拳
人
名
簿
の
■
製
に
つ
い
て

選
挙
人
各
簿
に
は
基
本
選
挙
ハ

名
簿
と
補
充
選
挙
人
名
簿
の
二

種
類
が
あ
り
ま
し
て
基
本
選
挙

人
名
簿
は
毎
年
九
月
十
五
日
現

在
で
そ
の
日
野
引
続
き
三
ケ
月

以
上
（
昭
和
三
十
年
六
月
十
六

目
以
前
か
ら
）
当
該
市
町
村
に

住
所
を
有
し
て
お
り
本
年
十
二

月
二
十
目
転
手
二
十
年
以
上
）

昭
和
十
年
十
二
月
以
前
出
生

者
）
に
な
る
者
を
調
査
し
て
調

製
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
こ
の

名
簿
の
効
力
は
翌
年
十
二
月
十

九
日
迄
一
ケ
年
間
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
目
下
各
区
長
さ
ん
に

お
願
い
し
て
資
料
を
蒐
め
て
お

り
ま
す
が
こ
の
名
簿
は
士
月
三

十
一
日
迄
に
調
製
を
終
り
十
一

月
五
日
か
ら
十
五
日
間
役
場
に

備
付
け
て
一
般
の
縦
覧
に
供
し

ま
す
。
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
な

い
人
は
例
え
選
挙
権
が
あ
っ
て

も
投
票
が
で
き
な
い
こ
と
は
皆

・
様
よ
く
御
承
知
の
こ
と
と
思
い

ま
す
、
来
年
は
参
議
院
識
員
や

教
育
委
員
会
の
選
挙
が
行
は
れ

ま
す
、
そ
の
と
き
に
使
は
れ
る

名
簿
の
基
本
と
な
る
も
の
は
今

次
調
製
す
る
基
本
選
挙
人
名
簿

で
す
、
左
様
な
大
事
な
名
簿
で

あ
り
ま
す
の
で
委
員
会
も
相
当

慎
重
を
期
し
て
調
製
に
当
っ
て

い
ま
す
が
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
も
こ
の
点
十
分
御
関
心
を

い
た
冨
き
右
縦
覧
期
間
序
に
区

長
さ
ん
に
聞
い
て
み
る
な
り
叉

山
陰
え
お
越
し
の
際
は
役
場
え

立
寄
っ
て
名
簿
に
目
を
通
し
間

違
な
く
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
め
て
い
た
だ
き
も
し

，
ー
ー
”
ー
ー
7

間
違
い
が
あ
っ
た
ら
そ
の
旨
委

員
会
に
申
し
出
て
い
た
だ
く
等

名
簿
の
調
製
に
つ
い
て
御
協
力

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
東
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
7
き
　
一
一

瞬
ひ

躍
　
帽

旗
轟

ス
ポ
ー
ツ

国
登
尋
体
育
大
会
へ

国
和
子
さ
ん
出
場
す

黒
田
和
子
さ
ん
は
去
る
九
月
二

十
五
日
宮
崎
県
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
れ
ま
し
た
宮
崎
県
青
年
体

育
大
会
に
参
加
し
、
女
子
砲
丸

投
の
種
目
に
優
勝
し
、
県
代
表

と
し
て
全
国
青
年
体
育
大
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
十
月
九

日
県
選
手
団
と
共
に
上
り
急
行

で
出
発
し
た
。

女
子
に
し
て
し
か
も
県
代
表
と

し
全
国
丈
会
に
参
加
す
る
は
、

東
郷
村
有
史
以
来
の
快
挙
で
あ

っ
て
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
る
。
爪
囲
今
後
第
二
第
三

と
黒
田
さ
ん
の
後
に
つ
づ
く
者

の
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
黒
田

さ
ん
の
健
闘
を
祈
り
た
い
。

蹴＼漁》、“

あ・　一口
　知∵ご
コ．らせ

籔

空
気
銃
に
よ
る
事
故
が
多
発
す

る
現
状
と
飛
出
し
ナ
イ
フ
が
殺

人
、
強
盗
、
強
姦
、
傷
害
等
の

兇
悪
犯
罪
に
使
用
さ
れ
る
鼻
風

が
全
面
的
に
に
な
っ
て
来
た
の

で
こ
の
事
故
防
止
の
た
め
、
昭

和
三
＋
年
七
月
辺
日
法
卸
町
五

一
号
に
よ
っ
て
「
銃
砲
刀
剣
類

等
所
持
取
締
令
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
制
定
公
布
さ
れ

取
締
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
空
気
銃
を
所
持
し
て
お
ら

れ
る
方
は
十
月
一
日
か
ら
公
安

委
員
会
の
所
持
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
所
持
す
る
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
ま
し
た
の
で
所
持
許

可
を
受
け
て
下
さ
い
。

許
可
の
手
続
き
は
日
向
警
察
署

の
防
犯
係
で
致
し
ま
す
が
手
続

き
に
必
要
な
お
問
い
合
せ
ば
住

所
地
の
派
出
所
、
駐
在
所
に
し

て
下
さ
い
。

備
次
の
事
項
を
守
っ
て
違
反
が

な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。

一
、
金
属
性
弾
丸
を
発
射
す
る

　
機
能
を
有
す
る
装
薬
銃
砲
及

　
び
空
気
銃
（
圧
縮
ガ
ス
を
使

　
目
す
る
も
の
を
含
む
）
並
び

　
に
刃
渡
り
十
五
悔
ン
チ
メ
ー

　
ト
ル
似
上
の
幻
、
剣
、
や
り

な
毒
吹
鎗
誕
漁
及

び
刃
渡
り
換
歯
心
高

祠
妙
僻
論
湿
熱
留

一
彗
凹
7

動
的
に
開
刃
す
る
装
置
を
有

　
す
る
ナ
イ
フ
を
い
う
）
は
公

安
委
員
会
の
所
持
許
可
又
は

文
化
財
保
護
委
員
会
の
登
録

　
を
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば

　
所
持
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

　
ん

二
、
あ
い
く
ち
に
類
似
す
る
刃

　
物
は
業
務
そ
の
他
正
当
な
理

　
由
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
携
帯

　
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

三
、
銃
砲
又
は
刀
剣
類
は
こ
れ

　
を
変
装
し
て
所
持
す
る
こ
と

　
は
出
来
ま
せ
ん
。

四
、
猟
銃
、
空
気
銃
等
は
狩
猟

法
に
よ
っ
て
銃
猟
を
行
う
場

合
、
業
務
の
た
め
使
用
す
る

　
場
合
、
公
安
委
員
会
の
帰
足

　
す
る
射
撃
場
で
射
撃
を
行
う

場
合
を
除
く
ほ
か
お
お
い
を

か
ぶ
せ
、
容
器
に
入
れ
る
等

親
議
雛
毒
言

　
り
ま
せ
ん
。

五
、
猟
銃
で
狩
猟
す
る
場
合
は

　
狩
猟
免
許
、
空
気
銃
で
狩
猟

　
す
る
場
合
は
狩
猟
登
録
を
受

　
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

六
、
公
道
、
社
寺
の
境
内
、
墓

　
地
で
の
馬
獣
の
捕
獲
は
禁
止

　
さ
れ
日
出
前
、
若
し
く
は
日

　
没
後
市
街
地
、
人
家
稠
密
の

　
場
所
、
衆
人
群
集
の
場
所
、

銃
丸
の
達
す
べ
き
虞
あ
る
人

　
畜
、
建
物
、
汽
車
等
に
向
つ

　
て
銃
猟
す
る
ζ
と
も
禁
ぜ
ら

　
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
様

　
な
場
所
で
直
ち
に
発
射
で
き

　
る
よ
う
な
仕
方
で
猟
銃
、
空

　
気
二
等
を
携
帯
す
る
こ
と
は

　
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。1

農
業
委
員
会
便
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■一

A
開
墾
地
の
成
功
検
査

　
農
林
省
が
農
地
適
地
と
し
て

売
渡
し
た
土
地
に
つ
い
て
五
年

か
ら
八
年
以
内
に
開
墾
成
功
検

査
を
実
施
す
る
事
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
検
査
迄
に
開
墾
が
成

功
し
て
い
な
け
れ
ば
原
則
と
し

て
国
が
再
び
買
戻
す
事
に
な
る

こ
と
は
皆
さ
ん
既
に
御
承
知
の

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
如
何
で

す
受
検
準
備
は
出
来
た
で
せ
う

か
？

爾
開
墾
不
適
地
の
場
合
は
ど
う

い
う
方
法
で
買
戻
し
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
等
に

つ
い
て
も
数
回
に
亘
っ
て
お
知

ら
せ
致
し
ま
し
た
が
あ
ま
り
手

続
き
を
す
る
人
が
少
い
よ
う
で

す
。
方
法
を
御
存
じ
な
い
方
は

部
落
の
区
長
さ
ん
や
農
業
委
員

め
計
え
お
尋
ね
下
さ
れ
ば
詳
し

く
説
明
が
あ
り
ま
す
の
で
早
目

に
手
続
き
を
致
し
ま
し
よ
う
。

た
と
え
ば
急
傾
斜
で
農
地
と
し

て
不
運
地
の
場
合
又
は
表
土
が

非
常
に
浅
い
為
不
適
趣
め
場
合

等
は
農
地
以
外
の
採
草
地
又
防

風
林
等
に
使
用
変
更
届
出
を
し

な
け
れ
ば
検
査
の
場
合
口
頭
で

理
由
を
の
べ
て
も
認
め
ら
れ
な

い
の
で
後
で
悔
の
な
い
よ
う
早

目
に
開
墾
を
完
了
す
る
事
に
努

め
必
要
の
箇
所
に
つ
い
て
は
以

上
の
手
続
き
を
致
し
ま
し
よ

う
。
　
●
　
　
　
、

三
、
小
作
料
衷
溺
讐
斜
と

　
な
る
土
地
纏
査

現
行
の
小
作
料
は
田
畑
瀬
棚
寓

反
当
六
百
円
で
叫
般
に
安
く
固

定
資
産
税
に
も
充
た
な
い
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
今
回
小

作
料
改
正
の
為
近
く
小
作
地
を

一
筆
毎
に
調
査
し
て
等
級
を
つ

け
小
作
料
忍
決
足
致
し
ま
す
。

調
査
の
期
日
ば
決
定
次
第
窮
め

て
通
知
致
し
ま
す
が
こ
の
場
合

は
各
地
主
は
貸
付
地
毎
に
字
、

地
番
、
地
目
、
面
積
、
並
に
地

主
名
小
作
人
名
を
記
入
し
た
立

札
を
必
ず
立
て
、
検
査
が
迅
速

に
正
確
に
出
来
る
よ
う
御
協
力

お
願
い
串
上
げ
ま
す
。
尚
刈
分

小
作
や
闇
小
作
は
こ
の
機
会
に

正
規
の
契
約
に
切
替
へ
同
じ
く

検
査
を
受
け
ら
れ
る
様
に
御
す

す
め
致
し
ま
す
。

闇
小
作
契
約
や
刈
分
小
作
は
違

反
行
為
で
あ
り
発
覚
さ
れ
る
と

拾
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
ま
す
の
で
闇
の
な
い
明
る
い

小
作
契
約
を
励
行
下
さ
い
。

四
、
自
作
農
創
設
維
持
資

　
金
貸
付

四
月
に
参
拾
万
円
の
貸
出
し
が

終
り
ま
し
た
が
御
承
知
の
通
り

三
十
年
度
の
貸
付
を
待
ち
受
け

七
月
迄
に
申
請
書
が
既
に
百
名

を
突
破
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
正

式
の
割
当
に
接
し
て
い
ま
せ
ん

が
お
そ
ら
く
三
十
年
度
に
於
て

は
今
後
の
個
人
の
申
込
み
は
不

可
能
か
と
思
い
ま
す
。
軋
現
在
迄

の
申
込
者
に
対
し
て
へ
鮎
当
金

の
額
に
よ
り
相
当
選
に
洩
れ
る

方
が
出
る
も
の
と
考
え
ち
れ
ま

す
。
県
の
邊
考
に
当
っ
て
問
題

と
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
償
還
能
力

で
あ
る
従
来
に
於
て
も
農
地
整

備
の
融
資
金
、
農
地
の
売
渡
対

価
の
徴
収
状
況
等
に
於
て
も
成

績
の
挙
ら
な
い
も
の
に
は
今
後

一
切
こ
れ
ら
の
融
資
を
し
な
い

の
み
か
そ
の
町
村
に
対
し
て
も

払
込
み
の
成
績
に
応
じ
た
金
額

だ
け
貸
出
す
方
針
を
と
つ
で
お

り
ま
す
の
で
、
い
き
お
い
村
の

農
業
委
員
会
の
貸
付
決
定
に
当

っ
て
は
基
本
線
を
償
還
能
力
に

置
か
ざ
る
を
得
な
い
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
併
し
現
在
に

於
て
償
選
可
能
と
認
め
ら
れ
る

者
で
も
会
期
二
十
年
に
亘
っ
て

必
ず
し
も
然
り
と
云
難
い
事
で

あ
り
折
角
の
貴
重
な
融
資
に
誰

も
が
自
由
に
融
資
を
受
け
ら
れ

る
様
に
本
委
員
会
と
し
て
は
次

の
点
に
璽
点
を
置
い
て
獲
得
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

i
、
融
資
金
を
で
き
る
限
り
多

　
く
獲
得
す
る
こ
と
。

2
、
償
還
の
薇
実
を
期
す
る
為

　
自
作
農
貯
蓄
組
合
を
一
層
強

　
化
す
る
こ
と

以
上
取
急
ぎ
概
要
を
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

若
き
力
の
結
集

　　

@　

ﾂ
年
体
育
大
会
終
る

昭
和
三
十
年
度
本
村
青
年
体
育

大
会
は
美
し
い
秋
空
に
恵
れ
九

月
二
十
四
日
東
郷
小
学
校
々
庭

に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。
午
前

九
時
の
入
場
式
は
時
間
通
り
国

旗
体
育
大
会
旗
を
先
頭
に
各
協

麟
会
も
夫
々
揃
い
の
ユ
ニ
ホ
ー

ム
に
四
列
縦
隊
の
整

然
た
る
行
進
に
よ
つ

て
行
れ
開
会
郵
は
会

長
挨
拶
の
後
教
育
長

及
村
長
よ
り
力
の
こ

も
つ
た
激
励
を
受
け

本
目
の
競
技
の
幸
遮

を
祈
念
す
る
テ
ー
プ

切
断
式
に
至
る
ま
で

実
に
厳
粛
に
執
行
さ

れ
た
競
技
は
先
づ
女

子
百
米
よ
り
開
始
さ

れ
進
行
も
極
め
て
順

調
で
あ
り
素
朴
な
青

年
達
が
動
務
の
暇
を

み
て
練
習
に
努
め
た

乾
坤
一
螂
の
力
を
グ

ラ
ン
ド
に
展
開
さ
せ
終
日
観
衆

を
魅
了
し
た
最
後
を
飾
る
女
子

四
百
米
継
走
男
子
八
百
米
継
走

は
午
後
四
時
に
終
り
四
時
十
五

分
よ
り
閉
会
式
小
野
県
鶴
の
祝

辞
が
の
ぺ
ら
れ
村
長
の
音
頭
で

東
郷
村
青
協
の
万
才
を
三
唱
し青年体育大会入場式

て
四
時
五
分
散
会
し
た
。
爾
悔

に
記
す
へ
き
は
各
部
落
の

会
長
、
体
育
部
長
が
よ
く
会
員

を
把
握
し
得
た
こ
と
で
あ
り
且

又
会
員
自
身
も
こ
の
体
育
大
会

を
本
当
に
自
分
達
の
も
の
と
し

て
相
互
の
力
を
結
集
し
た
点
で

あ
る

当
日
の
成
績
は
左
の
通
り

　
一
、
総
合
成
績

　
　
一
等
寺
迫
協
麟
会

　
　
二
等
鶴
野
内
協
議
会

　
　
三
等
福
瀬
協
畿
会

　
　
【
継
走
の
部
】

八
百
米
継
走

　
　
一
分
四
八
秒
五

　
　
　
　
　
鶴
野
内
チ
ー
ム

ス
ェ
ー
デ
ン
継
走

　
二
、
ニ
ニ
、
七

　
　
　
　
　
鶴
野
内
チ
ー
ム

重
量
運
搬
継
走

　
　
一
、
二
〇
、
八

　
　
　
　
　
羽
坂
チ
ー
ム

四
百
米
継
走

　
　
一
、
〇
四
、
七

　
　
　
　
　
寺
迫
チ
ー
ム

　
　
【
記
録
賞
ト
ラ
ツ
グ
】

（
六
十
米
）
九
秒
四
高
瀬
藤
子
、

懸
簾
藩

藷
鶉
諦
田
黙
聾
霧

響
難
羅
灘
欝

一
塩
月
孝

　
　
【
7
イ
ル
ド
】

轟
撰
難
襖
珊
窒
郎

（
走
高
）
一
米
六
〇
寺
田
紋
太
郎

一
米
三
三
高
瀬
藤
子

蠕
罐
燕
義
器

　
　
　
　
〒
昌
7
昌

　
編
集
後
記

▲
九
月
二
十
九
日
の
夕
刻
か
ら

翌
三
十
日
朝
に
か
け
て
襲
来

し
た
第
二
十
二
号
台
風
は
本

村
に
大
き
な
爪
あ
と
を
残
し

て
去
つ
た
。

豊
穰
の
秋
を
目
腱
の
閥
に
迎

え
て
明
る
い
生
活
で
あ
つ
た

農
艮
の
顔
は
一
瞬
に
消
え
て

憂
纏
そ
の
も
の
の
姿
と
化
し

た
。
昨
年
十
二
号
台
風
に
よ

る
大
癒
疲
が
未
だ
癒
え
ぬ
矢

先
に
再
び
一
億
に
近
い
被

害
を
受
け
た
の
で
あ
る
か
ら

こ
れ
が
復
旧
は
誠
に
錐
事
で

あ
る
。
肇
わ
れ
等
砂
村
は

わ
れ
等
の
力
で
復
旧
す
る
よ

り
外
に
遭
は
な
い
。
他
力
本

願
で
は
駄
目
で
あ
る
。
お
互

が
力
を
合
せ
、
励
し
合
い
。

援
け
あ
つ
て
復
旧
に
つ
と
め

よ
う
。

草
紅
葉
　
　
　
　
　
　
、

　
ば
つ
た
が
宿
は
荒
に
け
り
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